
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

青少年を取り巻く社会環境浄化の推進
と事業の趣旨の啓発・広報活動の推
進。また、会議の合理化と負担感の軽
減を図る。

④今後の
改善計画

組織を機能させた主体的な活動を推進
し、地区の実態に応じた企画立案がで
きるよう組織及び活動内容の改善を図
る。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

社会環境浄化推進委員会の会議のあり
方を検討し、実行委員会方式で開催回
数を減らす。

各地区の実態に応じた「地区のつど
い」を開催するために７会場で実施。
実行活動は中学校区の８地区で実施。
納涼祭パトロールは４８ヶ所で実施。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進め
るべき

有効性

0.80

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2６年度

0.40 0.40 0.40

6,298,000 6,145,200 6,083,013

0.80

152,040

167,490 221,860 152,040

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

6,465,490 6,367,060 6,235,053

平成2４年度 平成2５年度

167,490 221,860

0.80

人 ↗↗↗417

↗↗↗157 154

PTA280、補導員118、保護司会4教
職員8、民生児童委員5、青少年相

236 417

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

集会活動への参加 722 909 749 人 ↗↗↗ 教職員117、保護者495、自治会
28、推進団体91、その他18

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内在住・在学20歳未満
の青少年及び保護者、地
域住民

意図
事業
目的

02

対象

青少年の健全育成に関する啓発講演、青少年の市内店舗利用状況を把握するための聞き取り
調査、納涼祭等における見守りパトロールなど。

昭和５５年度から流山市青少年社会環境浄化推進委員会及び同実行委員会を設置。昭和５８
年度に流山市青少年社会環境浄化推進月間（２月）を定め（平成２４年度から１２月に変
更）、「つどい」を実施している。平成２年度から「つどい」に向けて、各機関・団体の代
表者で組織される地区会議を開催。平成１９年度に「全体のつどい」を実施後、平成２５年
度から市内７会場で実施している。

青少年を取り巻く有害な社会環境の浄化を行い、青少年の
健全育成を図る。

主管課長戸部　孝彰次代を担う青少年を育てる地域環境づくり

会計 小事大事

01

目項

10 05 10 20

店舗利用状況調査の要請
活動

事業名

政　策
施　策

03

3-3

青少年社会環境浄化事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 生涯学習課

162

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③ 協力店舗

④

指標

①

②

件 実行活動の協力店舗数

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


